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研究成果の概要（和文）：ヨーロッパ世界における貧困や富、禁欲主義や社会福祉に関する基本
的観念の成立について考察する際に、アレクサンドリアは特に注目に値する古代都市のひとつ
である。本研究では貧困と富をテーマとしたフイロン、クレメンス、オリゲネスの三人の神学
者の聖書解釈の系譜をこの地における禁欲主義的諸派との関連において辿ることを通じて、キ
リスト教世界における貧困と富に関する基本的な理解がどのようにしてアレクサンドリアの地
で形成され、発展を遂げたかについて具体的に明らかにした。
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'三1した研究はほとんどなかった。こうした研

究上の不足を補うことを目的としてこの研
究に祷手された。

１．研究開始当初の背景

古代アレクサンドリアは後代ヨーロッパ

世界の貧困と富、修道制的禁欲主義や貧者へ
の喜捨といった弱者に対･する社会保護制度
の成立に大きな影辨を及ぼした点で特筆す

べき都市であるが、これまで貧困と富の観念
に焦点を当てて古代アレクサンドリアに着

２．研究の目的

この研究は、貧困と富に関する聖書の主要
なテクストを解釈した古代アレクサンドリ
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アの聖書解釈の系譜(フイロン・クレメンス・
オリゲネス)を明らかにすることにより、この
地が後世の禁欲主義やキリスト教倫理、特に

富の有効な使用に関する社会倫IIlの確立に
どのような影響を与えたかを明らかにする
ことを目的とする。

文化主義的状況とキリスト教の進展一

一｣、束北学院大学｢オープン・リサーチ。

センター整備事業」研究成果報告書、査
読有、2012,85-100

②MiyakoDemllra，ＴｈｅＯ｢igenist
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Studiesｏ［ＲｅｌｉｇｉｏｎａｎｄＰｏ１ｉｌｊｃｓｉｎｌｈｅ
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③｜I}村みや子「古代アレクサンドリアにお

３．研究の方法

この研究課題のために、アレクサンドリア

で活躍した三人の聖書解釈者について、フイ

ロンの『観想的生活」と『予備教育｣、クレ
メンスの『救われる富者は誰か』と『ストロ
マテイス」オリゲネスの『諸原}1Mについて」
と『ケルソス駁論』などを手掛かりとして、

貧困と鴬に関する彼らの聖書解釈の特徴を
順次考察することにより、アレクサンドリア

の聖書解釈の系譜が後代の富と貧Uilや社会
福祉の理解にどのような影響を及ぼしたか
について明らかにするという方法をとった。

ける貧困と富の理解(3)－－｢神学の侍女

（ancillatheol()giae)」としての哲学の
位置付けをめぐって－－｣、東北学院大学

キリスト教文化研究所紀要、査読無、第
２９号、２０１１，２９－５４

④川村みや子「古代アレクサンドリア神学

における貧困と富の理解(2)－－アレク

サンドリアのフィロンの『観想的生活』
を中心に－－｣、東北学院大学キリスト教

文化研究所紀要､査読無､第２８号、２０１０，
４３－６２

⑤MiyakoDemuraOrigen，sallegorical
interpretatioDandthePhilological

lradiljonolAIexandria，Origeniana
Nona査読有、2009,149-158

⑥MiyakoDemuraPovertyalldAsceticism
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Church在読有、ｖｏｌ5,2009,119-132
⑦出村みや子「古代アレクサンドリア神学

４．研究成果

(1)平成２１年度にはクレメンスの『救われる

富者は誰か』を考察して〈彼が福蔚書のイエ
スの言葉(マルコ福音篝１０:17-31)の解釈を
通して教会共同体内の富者に対して樹の有
効な活用についてどのような主張をしたか
について明らかにした。

(2)平成２２年度にはフイロンの『観想的生活』

をllRり｣二げ、富を総てて禁欲的生活を送るテ
ラペウタイと呼ばれるユダヤの禁欲主義集
団に関するフィロンの証言を取り上げ、これ
が後代の修道制の成立にどのような影響を
及ぼしたかについて明らかにした。

における貧困と富の理解(1)－－アレク
サンドリアのクレメンスの『救われる富

者は誰か』を中心に－－｣、東北学院大学
キリスト教文化研究所紀要、査読無、第
２７号、2009,45-64

(3)平成２３年度にはこれまでのオリゲネスイリ「

究をまとめて箸,作（『聖書解釈者オリゲネス』

知泉書館)として刊行し、オリゲネスの聖諜
解釈の特徴や後代のオリゲネス論争の経緯
について明らかにした。さらに旧約聖欝の創
世記１６章に収録された「サラーハガル伝承」
を当時の教育システムとの関連において論
じたフィロン、クレメンスの議論を考察する

と共に、これをパウロのテクスト(ガラテヤ

の信徒への手紙４:26-29)と結びつけたオリ

ゲネスの聖諜解釈の比鮫検討を通じて、三者
の属する宗教集|ﾘ1の社会層と教育との関わ
りを検討し、三者の聖禅解釈の’１:l1達について
も明らかにした。
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